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カオスニューラルネットワークのダイナミックス
鹿児島大学 理学部 井上政義
我々は結合カオス振動子1)を素子に用いたニュー ラル･ネットワー クを構成し､この系が連想
記憶や最適解探索の機能があることを示した｡2)またこの系はアンニーリングを必要としないボル
ッマン･マシン様式の学習能力3)やバックプロパゲーション学習の能力4)がある｡また素子を1個
の振動子 (例えばロジスチック･マップ)からも作ることができる｡5)さらには3振動子結合系6)
より3値素子を作ることができ､これより中野のアソシアトロン7)を構成することもできる｡これ
らのモデルの本質的な ｢からくり｣の1つは素子のコントロール･パラメー タが素子間結合を通し
て他の素子の状態によって時時刻々と変化するようにしていることである｡これにより素子は自己
の回りの状況に応じて適切に変化することになる｡運動の過渡現象により全ての素子の同期的変化
が可骨削こなり､またカオスにより決定論に従いながらボルツマン･マシンのような確率的な運動を
する.このとき､｢雑音｣に対応するものがGaussianwhiteと異なり､highlyintermittent
である｡
そこで､このカオス･ニューロが巡回都市問題の最適解を探索しているときの ｢エネルギー｣
の時間変化を調べた｡
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